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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルとバックライトとを備え、該バックライトを光源として前記液晶パネルの表
示面で映像を表示する液晶表示装置において、
　前記表示面の中央部及び周辺部の輝度差を関連付ける関連値を予め記憶する手段と、
　前記表示面の周辺部の輝度を検出する検出手段と、
　検出された輝度及び前記関連値に基づいて、前記表示面の中央部の輝度を算出する算出
手段と
　を備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　輝度の高低度合いを表す階調値を設定する手段と、
　前記関連値を複数の階調値毎に予め記憶する手段と
　を備え、
　前記検出手段は、
　設定された複数の階調値毎に前記表示面の周辺部の輝度を検出するようにしてあり、
　前記算出手段は、
　検出された輝度及び前記関連値に基づいて、前記表示面の略中央部の輝度を前記複数の
階調値毎に算出するようにしてあることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　バックライトの光量を設定する手段と、
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　前記関連値をバックライトの光量毎に予め複数記憶する手段と
　を備え、
　前記検出手段は、
　設定されたバックライトの光量毎に前記表示面の周辺部の輝度を検出するようにしてあ
り、
　前記算出手段は、
　検出された輝度及び前記関連値に基づいて、設定されたバックライトの光量に対する前
記表示面の中央部の輝度を算出するようにしてあることを特徴とする請求項１又は請求項
２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記算出手段で算出された輝度に基づいて前記表示面の輝度を調整する調整手段を備え
ることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　液晶パネルとバックライトとを備え、該バックライトを光源として前記液晶パネルの表
示面で映像を表示する液晶表示装置の輝度測定方法において、
　前記表示面の中央部及び周辺部の輝度差を関連付ける関連値を予め記憶し、
　前記表示面の周辺部の輝度を検出し、
　検出された輝度及び前記関連値に基づいて、前記表示面の中央部の輝度を算出すること
を特徴とする輝度測定方法。
【請求項６】
　前記関連値を輝度の高低度合いを表す階調値毎に予め複数記憶し、
　階調値を複数設定し、
　設定された複数の階調値毎に前記表示面の周辺部の輝度を検出し、
　検出された輝度及び前記関連値に基づいて、前記表示面の中央部の輝度を前記複数の階
調値毎に算出することを特徴とする請求項５に記載の輝度測定方法。
【請求項７】
　前記関連値をバックライトの光量毎に予め複数記憶し、
　バックライトの光量を設定し、
　設定されたバックライトの光量毎に前記表示面の周辺部の輝度を検出し、
　検出された輝度及び前記関連値に基づいて、設定されたバックライトの光量に対する前
記表示面の中央部の輝度を算出することを特徴とする請求項５又は請求項６に記載の輝度
測定方法。
【請求項８】
　算出された輝度に基づいて前記表示面の輝度を調整することを特徴とする請求項５乃至
請求項７のいずれかに記載の輝度測定方法。
【請求項９】
　コンピュータに、液晶表示装置が備える液晶パネルの表示面の輝度を算出させるための
コンピュータプログラムにおいて、
　コンピュータを、
　前記表示面の周辺部の輝度を光センサで測定する手段、並びに、
　測定された前記表示面の周辺部の輝度並びに前記表示面の中央部及び周辺部の輝度差を
関連付ける関連値に基づいて、前記表示面の中央部の輝度を算出する算出手段
　として機能させることを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項１０】
　コンピュータを、
　前記表示面の輝度の高低度合いを表す複数の階調値を設定する手段、
　設定された複数の階調値毎に前記表示面の周辺部の輝度を光センサで測定する手段、並
びに、
　測定された輝度及び、予め記憶されてある複数の階調値毎の前記関連値に基づいて、前
記表示面の中央部の輝度を設定された複数の階調値毎に算出する手段
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　として機能させることを特徴とする請求項９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１１】
　コンピュータを、
　バックライトの光量を設定する手段、
　設定されたバックライトの光量の前記表示面の周辺部の輝度を光センサで測定する手段
、並びに、
　測定された輝度及び、予め記憶されてあるバックライトの光量毎の前記関連値に基づい
て、設定されたバックライトの光量に対する前記表示面の中央部の輝度を算出する手段
　として機能させることを特徴とする請求項９又は請求項１０に記載のコンピュータプロ
グラム。
【請求項１２】
　コンピュータを、
　算出された輝度に基づいて前記表示面の輝度を調整する調整手段として機能させること
を特徴とする請求項９乃至請求項１１のいずれかに記載のコンピュータプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶パネルとバックライトとを備え、該バックライトを光源として前記液晶
パネルの表示面で映像を表示する液晶表示装置、該液晶表示装置の輝度測定方法、及び該
輝度測定方法をコンピュータで実現するためのコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、一対のガラス基板の間に液晶物質を封入した液晶パネルと液晶パネル
の背面に配置されたバックライトとを備え、該液晶表示装置に接続された外部のパーソナ
ルコンピュータ（以下、ＰＣという）から映像信号が入力される。液晶表示装置に内蔵さ
れたゲートドライバ及びソースドライバは、液晶パネルの各画素を駆動するＴＦＴのゲー
ト及びソースに接続され、液晶表示装置に入力された映像信号に基づいて、ＴＦＴのオン
・オフを制御するとともに、オンに制御されたＴＦＴに、映像信号に応じた電圧（液晶パ
ネルへの入力レベル）を印加して、液晶物質の電気光学特性により決定される光透過率を
変える。これにより、液晶表示装置は、液晶パネルを透過する光の量を画素毎に制御して
画像を階調表示する。
【０００３】
　液晶物質が封入されたガラス基板間の対向距離、すなわち、液晶ギャップ（液晶物質の
厚み）により液晶物質の電気光学特性が決定されるため、液晶ギャップは、液晶表示装置
の光透過率を決定する重要なパラメータである。液晶表示装置は、製造バラツキなどによ
り、液晶ギャップの設計値に対して、液晶ギャップが狭くなる画素と、広くなる画素とが
混在するため、液晶パネルの光透過率が設計値からずれ、所望の階調特性が得られない場
合があった。
【０００４】
　所望の階調特性を得る方法として、入力された映像信号により表現される階調レベル（
階調値）と、その階調レベルに対応する液晶パネルへの入力レベルとが関連付けられたル
ック・アップ・テーブル（以下、ＬＵＴという）をメモリに記憶し、ＬＵＴに基づいて階
調レベルを入力レベルへ変換することによって、各液晶表示装置固有の階調特定を補正し
、所望の階調特性を実現するものがある。
【０００５】
　また、液晶表示装置の光源となるバックライトの光量は、バックライトの使用累積時間
に応じて、徐々に低下するため、経年変化による階調特性の変化を防止するため、バック
ライトの光量と、バックライトから液晶パネルを介して出射する光の輝度との関係を予め
求めておき、バックライトの光量を検出し、検出した光量に基づいて、バックライトから
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液晶パネルを介して出射する光の輝度を算出することにより、バックライトの光量を調整
して、所望の階調特性を実現する液晶表示装置が提案されている（特許文献１参照）。
【０００６】
　さらに、液晶パネルの表示面周辺部に光センサを設け、液晶パネルの表示面周辺部の輝
度を検出して、予め設定された輝度との差を演算して液晶パネルの表示面の輝度を調整す
る液晶表示装置も提案されている（特許文献２参照）。
【特許文献１】特願２００３－３８９９００号公報
【特許文献２】特開２００１－２６５２９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１の液晶表示装置にあっては、光センサがバックライト近傍に
設けられているため、バックライトの経年変化に応じた光量の変化を検出することはでき
るものの、液晶パネルの経年変化を検出することはできず、液晶パネルが経年変化した場
合には、表示面の輝度が正常に表示されているか否かが判らないため、バックライト及び
液晶パネルの両者が経年変化した場合であっても、表示面の輝度が正常に表示されている
か否かを判断することができる液晶表示装置が望まれていた。また、表示面の輝度が正常
に表示されていない場合には、所望の階調特性を実現することができる液晶表示装置が望
まれていた。
【０００８】
　また、特許文献２の液晶表示装置にあっては、液晶パネルの表示面の周辺部の輝度を検
出することはできるものの、液晶パネルの表示面の周辺部は、表示面の中央部に比べて、
輝度ムラ、色ムラなどが大きいという特性があるため、液晶パネルの表示面の中央部の輝
度を所望の輝度に設定することが困難であった。さらに、液晶パネルの表示面の輝度ムラ
、色ムラなどは、映像信号により表現される階調値の大小に応じて変化する特性があり、
また、表示面の中央部の輝度と周辺部の輝度とは、バックライトの光量（ブライトネス）
の高低に応じても変化する特性があるため、階調値の大小、バックライトの光量の高低に
拘わらず、表示面の輝度が正常に表示されているか否かを判断することができるとともに
、所望の階調特性を実現することができる液晶表示装置が望まれていた。
【０００９】
　本発明は、斯かる事情に鑑みてなされたものであり、液晶パネルの表示面の中央部及び
周辺部の輝度差を関連付ける関連値を予め記憶し、前記表示面の周辺部で検出された輝度
と記憶してある関連値とに基づいて、前記表示面の中央部の輝度を算出することにより、
バックライト及び液晶パネルの両者が経年変化した場合であっても、表示面の輝度を判断
することができる液晶表示装置、該液晶表示装置の輝度測定方法、及び該輝度測定方法を
コンピュータで実現するためのコンピュータプログラムを提供することを目的とする。
【００１０】
　また、本発明の他の目的は、前記表示面の中央部及び周辺部の輝度の関連値を複数の階
調値（階調レベル）毎に予め記憶し、前記表示面の周辺部で複数の階調値毎に検出された
輝度と記憶してある関連値とに基づいて、前記表示面の中央部の輝度を複数の階調値毎に
算出することにより、階調値の大小にかかわらず、表示面の輝度を判断することができる
液晶表示装置、該液晶表示装置の輝度測定方法、及び該輝度測定方法をコンピュータで実
現するためのコンピュータプログラムを提供することにある。
【００１１】
　また、本発明の他の目的は、前記表示面の中央部及び周辺部の輝度の関連値を複数のバ
ックライトの光量毎に予め記憶し、設定されたバックライトの光量毎に前記表示面の周辺
部で検出された輝度と記憶してある関連値とに基づいて、設定されたバックライトの光量
毎に前記表示面の中央部の輝度を算出することにより、バックライトの光量の高低にかか
わらず、表示面の輝度を判断することができる液晶表示装置、該液晶表示装置の輝度測定
方法、及び該輝度測定方法をコンピュータで実現するためのコンピュータプログラムを提
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供することにある。
【００１２】
　また、本発明の他の目的は、算出された輝度に基づいて、前記表示面の輝度を調整する
ことにより、所要の階調特性を実現できる液晶表示装置、該液晶表示装置の輝度測定方法
、及び該輝度測定方法をコンピュータで実現するためのコンピュータプログラムを提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　第１発明に係る液晶表示装置は、液晶パネルとバックライトとを備え、該バックライト
を光源として前記液晶パネルの表示面で映像を表示する液晶表示装置において、前記表示
面の中央部及び周辺部の輝度差を関連付ける関連値を予め記憶する手段と、前記表示面の
周辺部の輝度を検出する検出手段と、検出された輝度及び前記関連値に基づいて、前記表
示面の中央部の輝度を算出する算出手段とを備えることを特徴とする。
【００１４】
　第２発明に係る液晶表示装置は、第１発明において、輝度の高低度合いを表す階調値を
設定する手段と、前記関連値を複数の階調値毎に予め記憶する手段とを備え、前記検出手
段は、設定された複数の階調値毎に前記表示面の周辺部の輝度を検出するようにしてあり
、前記算出手段は、検出された輝度及び前記関連値に基づいて、前記表示面の略中央部の
輝度を前記複数の階調値毎に算出するようにしてあることを特徴とする。
【００１５】
　第３発明に係る液晶表示装置は、第１発明又は第２発明において、バックライトの光量
を設定する手段と、前記関連値をバックライトの光量毎に予め複数記憶する手段とを備え
、前記検出手段は、設定されたバックライトの光量毎に前記表示面の周辺部の輝度を検出
するようにしてあり、前記算出手段は、検出された輝度及び前記関連値に基づいて、設定
されたバックライトの光量に対する前記表示面の中央部の輝度を算出するようにしてある
ことを特徴とする。
【００１６】
　第４発明に係る液晶表示装置は、第１発明乃至第３発明のいずれかにおいて、前記算出
手段で算出された輝度に基づいて前記表示面の輝度を調整する調整手段を備えることを特
徴とする。
【００１７】
　第５発明に係る輝度測定方法は、液晶パネルとバックライトとを備え、該バックライト
を光源として前記液晶パネルの表示面で映像を表示する液晶表示装置の輝度測定方法にお
いて、前記表示面の中央部及び周辺部の輝度差を関連付ける関連値を予め記憶し、前記表
示面の周辺部の輝度を検出し、検出された輝度及び前記関連値に基づいて、前記表示面の
中央部の輝度を算出することを特徴とする。
【００１８】
　第６発明に係る輝度測定方法は、第５発明において、前記関連値を輝度の高低度合いを
表す階調値毎に予め複数記憶し、階調値を複数設定し、設定された複数の階調値毎に前記
表示面の周辺部の輝度を検出し、検出された輝度及び前記関連値に基づいて、前記表示面
の中央部の輝度を前記複数の階調値毎に算出することを特徴とする。
【００１９】
　第７発明に係る輝度測定方法は、第５発明又は第６発明において、前記関連値をバック
ライトの光量毎に予め複数記憶し、バックライトの光量を設定し、設定されたバックライ
トの光量毎に前記表示面の周辺部の輝度を検出し、検出された輝度及び前記関連値に基づ
いて、設定されたバックライトの光量に対する前記表示面の中央部の輝度を算出すること
を特徴とする。
【００２０】
　第８発明に係る輝度測定方法は、第５発明乃至第７発明のいずれかにおいて、算出され
た輝度に基づいて前記表示面の輝度を調整することを特徴とする。
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【００２１】
　第９発明に係るコンピュータプログラムは、コンピュータに、液晶表示装置が備える液
晶パネルの表示面の輝度を算出させるためのコンピュータプログラムにおいて、コンピュ
ータを、前記表示面の周辺部の輝度を光センサで測定する手段、並びに、測定された前記
表示面の周辺部の輝度並びに前記表示面の中央部及び周辺部の輝度差を関連付ける関連値
に基づいて、前記表示面の中央部の輝度を算出する算出手段として機能させることを特徴
とする。
【００２２】
　第１０発明に係るコンピュータプログラムは、第９発明において、コンピュータを、前
記表示面の輝度の高低度合いを表す複数の階調値を設定する手段、設定された複数の階調
値毎に前記表示面の周辺部の輝度を光センサで測定する手段、並びに、測定された輝度及
び、予め記憶されてある複数の階調値毎の前記関連値に基づいて、前記表示面の中央部の
輝度を設定された複数の階調値毎に算出する手段として機能させることを特徴とする。
【００２３】
　第１１発明に係るコンピュータプログラムは、第９発明又は第１０発明において、コン
ピュータを、バックライトの光量を設定する手段、設定されたバックライトの光量の前記
表示面の周辺部の輝度を光センサで測定する手段、並びに、測定された輝度及び、予め記
憶されてあるバックライトの光量毎の前記関連値に基づいて、設定されたバックライトの
光量に対する前記表示面の中央部の輝度を算出する手段として機能させることを特徴とす
る。
【００２４】
　第１２発明に係るコンピュータプログラムは、第９発明乃至第１１発明のいずれかにお
いて、コンピュータを、算出された輝度に基づいて前記表示面の輝度を調整する調整手段
として機能させることを特徴とする。
【００２５】
　第１発明、第５発明、及び第９発明にあっては、液晶パネルの表示面の中央部の輝度及
び周辺部の輝度差を関連付ける関連値（例えば、中央部の輝度と周辺部の輝度との相対比
）を予め記憶しておく。液晶パネルの表示面の輝度を判断する場合、前記表示面の周辺部
の輝度を検出し、検出した周辺部の輝度と予め記憶してある相対比とに基づいて、前記表
示面の中央部の輝度を算出する。
【００２６】
　第２発明、第６発明、及び第１０発明にあっては、液晶パネルの表示面の中央部の輝度
及び周辺部の輝度の関連値（例えば、輝度の相対比）を複数の階調値（例えば、階調値０
～２５５の２５６階調の各階調レベル）毎に予め記憶しておく。液晶パネルの表示面の輝
度を判断する場合、階調値毎に前記表示面の周辺部の輝度を検出し、検出した周辺部の輝
度と予め記憶してある相対比とに基づいて、各階調値において、前記表示面の中央部の輝
度を算出する。
【００２７】
　第３発明、第７発明、及び第１１発明にあっては、液晶パネルの表示面の中央部の輝度
及び周辺部の輝度の関連値（例えば、輝度の相対比）をバックライトの光量（例えば、推
奨ブライトネス、推奨ブライトネスより輝度が高い高ブライトネス、推奨ブライトネスよ
り輝度が低い低ブライトネス）毎に予め記憶しておく。液晶パネルの表示面の輝度を判断
する場合、所望のブライトネスに設定して液晶パネルの表示面の周辺部の輝度を検出する
。
【００２８】
　設定されたブライトネスが推奨ブライトネスに近い場合、検出した周辺部の輝度と予め
記憶してある相対比とに基づいて、設定されたブライトネスにおける前記表示面の中央部
の輝度を算出する。
【００２９】
　設定されたブライトネスが推奨ブライトネスと高ブライトネスとの間にある場合、又は
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設定されたブライトネスが低ブライトネスと推奨ブライトネスとの間にある場合、設定さ
れたブライトネスにおける中央部の輝度と周辺部の輝度との相対比を、予め記憶された相
対比に基づいて、例えば、線形補間により算出する。検出された前記表示面の周辺部の輝
度と算出された相対比とに基づいて、設定されたブライトネスにおける前記表示面の中央
部の輝度を算出する。
【００３０】
　第４発明、第８発明、及び第１２発明にあっては、液晶パネルの階調特性を調整（キャ
リブレーション）する場合、算出された輝度に基づいて、前記表示面の輝度を調整する。
例えば、算出された輝度に基づく階調特性と理想階調特性との差分に応じて、入力された
映像信号により表現される階調レベルと、その階調レベルに対応する液晶パネルへの入力
レベルとが関連付けられたＬＵＴを更新することにより、階調特性を補正して、液晶パネ
ルの表示面の輝度を所要の輝度に調整する。
【発明の効果】
【００３１】
　第１発明、第５発明、及び第９発明にあっては、液晶パネルの表示面の中央部の輝度と
周辺部の輝度との関連値を予め記憶しておき、液晶パネルの表示面の輝度を判断する場合
、前記表示面の周辺部の輝度を検出し、検出した周辺部の輝度と予め記憶してある関連値
とに基づいて、前記表示面の中央部の輝度を算出する。これにより、液晶パネルの表示面
の輝度を判断する場合、液晶パネルの表示面の中央部に光センサを当てるという手作業を
行う必要がなく、ユーザの作業負荷が軽減され、ユーザの利便性が向上する。また、バッ
クライト及び液晶パネルに経年変化がある場合であっても、表示面の輝度が正常であるか
否かを判断することができる。
【００３２】
　第２発明、第６発明、及び第１０発明にあっては、液晶パネルの表示面の中央部の輝度
と周辺部の輝度との関連値を複数の階調値毎に予め記憶しておき、液晶パネルの表示面の
輝度を判断する場合、階調値毎に前記表示面の周辺部の輝度を検出し、検出した周辺部の
輝度と予め記憶してある関連値とに基づいて、各階調値において、前記表示面の中央部の
輝度を算出する。これにより、いずれの階調値においても、液晶パネルの表示面の中央部
の輝度を算出し、階調値の大小にかかわらず、液晶パネルの表示面の輝度を判断すること
ができる。
【００３３】
　第３発明、第７発明、及び第１１発明にあっては、液晶パネルの表示面の中央部の輝度
と周辺部の輝度との関連値を、例えば、推奨ブライトネス、高ブライトネス、低ブライト
ネス毎に予め記憶しておく。液晶パネルの表示面の輝度を判断する場合、所望のブライト
ネスに設定して前記表示面の周辺部の輝度を検出し、検出した周辺部の輝度と線形補間さ
れた相対比とに基づいて、設定されたブライトネスにおける前記表示面の中央部の輝度を
算出する。これにより、ブライトネスの高低にかかわらず、また、ユーザがいかなるブラ
イトネスで使用した場合であっても、液晶パネルの表示面の輝度を判断することができる
。
【００３４】
　第４発明、第８発明、及び第１２発明にあっては、液晶パネルの階調特性を調整（キャ
リブレーション）する場合、算出された輝度に基づいて、液晶パネルの表示面の輝度を所
要の輝度に調整することにより、キャリブレーションの都度、液晶パネルの表示面の中央
部に光センサを当てるという手作業を行う必要がなく、ユーザの作業負荷が軽減され、ユ
ーザの利便性が向上する。また、液晶パネルの表示面の輝度に基づいて階調特性を補正す
ることができるので、液晶パネルを介してバックライトの経年変化を検出することができ
、バックライト及び液晶パネルに経年変化がある場合であっても、経年変化に応じた輝度
のずれを補正して所要の階調特性を得ることができる。また、階調値の大小にかかわらず
、所要の階調特性を得ることができ、階調値の影響を受けずに精度良くキャリブレーショ
ンを行うことができる。さらに、ブライトネスの高低にかかわらず、所要の階調特性を実
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現でき、ユーザがいかなるブライトネスで使用した場合であっても、ブライトネスの影響
を受けずに精度良くキャリブレーションを行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下、本発明を実施の形態を示す図面に基づいて説明する。図１は本発明に係る液晶表
示装置１の構成を示す概略図であり、図２は液晶パネル１４の表示面１４ａを示す外観斜
視図である。液晶表示装置１は、ＣＰＵ２、ＲＯＭ３、ＲＡＭ４、記憶部５、信号入力部
６、内蔵光センサ駆動回路７、操作部８、バックライト電源回路９、液晶駆動回路１０、
ＤＣモータ１１、内蔵光センサ１２、バックライト１３、液晶パネル１４などを備えてい
る。
【００３６】
　液晶表示装置１は、信号入力部６に入力された映像信号に基づいて、液晶パネル１４の
表示面１４ａに映像を表示する機能を有する。映像信号としては、アナログ信号形式又は
デジタル信号形式のいずれであってもよい。
【００３７】
　ＣＰＵ２は、バス１５を介して上述のハードウエア各部と接続されてあり、それらを制
御するとともに、ＲＯＭ３に記憶された制御プログラムを、例えばＳＲＡＭで構成される
ＲＡＭ４にロードすることにより、種々の処理を実行する。例えば、ＲＯＭ３は、上述し
たように液晶表示装置１の動作に必要な各種プログラムを予め記憶している。
【００３８】
　操作部８は、液晶表示装置１を操作するための各種のファンクションキーを備えている
。ファンクションキーとしては、例えば、バックライト１３の光量を調整し、表示面のブ
ライトネス（表示面の明るさ）を設定するブライトネス設定キー８ａ、階調特性補正（キ
ャリブレーション）処理を行うか否かを指示するキャリブレーション実行キー８ｂなどが
ある。
【００３９】
　記憶部５は、理想階調特性テーブル５ａ、ＬＵＴ５ｂ、輝度相対比データ５ｃ、輝度値
５ｄ、階調補正テーブル５ｅ、輝度階調テーブル５ｆなどを記憶している。理想階調特性
テーブル５ａは、液晶表示装置１の各階調値（例えば、０～２５５の各階調値、すなわち
、０～２５５の各階調レベル）における所要の輝度値を示すものである。ＬＵＴ５ｂは、
入力された映像信号により表現される階調レベルと、その階調レベルに対応する液晶パネ
ルへの入力レベルとが関連付けられたテーブルである。
【００４０】
　輝度相対比データ５ｃは、特定の階調レベル及び特定のブライトネスにおける、液晶パ
ネル１４の表示面１４ａの中央部の輝度と周辺部の輝度との相対比を示すものである。輝
度値５ｄは、内蔵光センサ１２で検出された表示面１４ａの周辺部の輝度値、後述するよ
うに、表示面１４ａの中央部の算出された輝度値などである。
【００４１】
　階調補正テーブル５ｅは、液晶表示装置１の各階調レベル（例えば、０～２５５の各階
調レベル）における表示面１４ａの中央部の輝度と周辺部の輝度との相対比を示すもので
ある。輝度階調テーブル５ｆは、液晶表示装置１の各階調レベルにおける表示面１４ａの
中央部の輝度を示すものである。
【００４２】
　信号入力部６は、映像信号線Ｌを介して外部のＰＣ１７に接続されており、ＰＣ１７か
ら出力された映像信号を受け取る。ＣＰＵ２は、記憶部５に記憶してあるＬＵＴ５ｂに基
づいて、信号入力部６で受け取った映像信号を補正して液晶駆動回路１０へ出力する。
【００４３】
　液晶駆動回路１０は、ゲートドライバ１０ａ、ソースドライバ１０ｂなどを備え、ＣＰ
Ｕ２の制御の下、入力された映像信号（補正信号）に基づいて、液晶パネル１４を駆動す
る。これにより、ＣＰＵ２は、ＰＣ１７から出力された映像信号の入力レベルに関連付け
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られた階調レベルで液晶パネル１４の透過率を調整して映像の濃度変化を表すことができ
る。
【００４４】
　液晶パネル１４は、一対のガラス基板が対向配置され、その間隙内に液晶物質である液
晶層が形成された構造を有し、一方のガラス基板には複数の画素電極と、画素電極の夫々
にドレインを接続したＴＦＴとが、他方のガラス基板には共通電極が設けてある。ＴＦＴ
のゲート及びソースは、夫々ゲートドライバ１０ａ及びソースドライバ１０ｂの各出力段
に順次接続されている。
【００４５】
　液晶パネル１４は、ゲートドライバ１０ａから入力されたゲート信号によって各画素の
ＴＦＴのオン・オフが制御され、ソースドライバ１０ｂから入力される出力電圧（液晶パ
ネル１４への入力レベル）をオン期間に各画素のＴＦＴに印加することにより、液晶物質
の電気光学特性によって決定される光透過率を制御して映像を階調表示する。液晶パネル
１４は一対の偏光板で挟まれ、さらにその背面に光源としてのバックライト１３を配置し
てある。
【００４６】
　バックライト電源回路９は、その出力電圧を調整する機能を有し、調整された電圧をバ
ックライト１３へ出力することにより、バックライト１３から出射する光の輝度を調整す
る。これにより、液晶パネル１４の表示面１４ａのブライトネスを調整することができる
。
【００４７】
　内蔵光センサ１２は、フォトトランジスタ、ＡＤ変換回路などを備え、液晶パネル１４
の表示面１４ａの輝度（例えば、可視光の波長帯域における輝度）に応じた電圧を有する
アナログ形式の電気信号をデジタル形式の電気信号に変換する。内蔵光センサ１２は、適
長の板状ケース１２ａの一端に、受光面を表示面１４ａに対向するように設けてあり、板
状ケース１２ａの他端は、液晶パネル１４の上側ベゼル部に設けられた回転軸の回りに表
示面１４ａに沿って約４５度回動可能に保持されている。内蔵光センサ１２は、輝度を測
定する場合、ＤＣモータ１１の駆動により、ベゼル部から表示面１４ａの周辺部に対向配
置され、輝度を測定しない場合、表示面１４ａから移動してベゼル部の内部に収納される
。
【００４８】
　内蔵光センサ駆動回路７は、所要の電圧を出力してＤＣモータ１１を駆動し、内蔵光セ
ンサ１２の回動を制御する。外部光センサ１６は、液晶パネル１４の表示面１４ａの中央
部に配置され、表示面１４ａ中央部の輝度を測定する。なお、外部光センサ１６は、液晶
表示装置１の製造時、又は据付時に、液晶パネル１４の表示面１４ａの中央部の輝度及び
周辺部の輝度の相対比を求める際に付加的に使用される。
【００４９】
　次に、本発明に係る液晶表示装置１の輝度測定方法をフローチャートを用いて説明する
。本発明に係る液晶表示装置１の輝度測定方法は、外部光センサ１６及び内蔵光センサ１
２を用いて、表示面１４ａの中央部の輝度及び周辺部の輝度の相対比を測定するコレレー
ション処理と、外部光センサ１６を用いず、内蔵光センサ１２のみを用いるキャリブレー
ション処理とを含んでいる。なお、一般に、コレレーション処理は、液晶表示装置１を製
造する過程、すなわち、製造工程で行われる場合、又は液晶表示装置１を客先に据え付け
る際に行われる場合がある。まず、コレレーション処理について説明する。
【００５０】
　図３及び図４は本発明の液晶表示装置１の輝度測定方法のコレレーション処理の手順を
示すフローチャートである。なお、外部光センサ１６は、予め液晶パネル１４の表示面１
４ａの所定位置（中央部）に取り付けてある。ＣＰＵ２は、内蔵光センサ駆動回路７を制
御して、内蔵光センサ１２をベゼル部から表示面１４ａへ移動する（Ｓ１）。ＣＰＵ２は
、バックライト電源回路９を制御して、バックライト１３の光量を調整し、表示面１４ａ



(10) JP 4393433 B2 2010.1.6

10

20

30

40

50

のブライトネスを推奨ブライトネスより高い高ブライトネス（例えば、最大ブライトネス
）に設定する（Ｓ２）。
【００５１】
　ＣＰＵ２は、液晶駆動回路１０を制御して、入力階調（階調レベル）を２５５に設定し
（Ｓ３）、外部光センサ１６で表示面１４ａの中央部の輝度ＬＧＨを測定し（Ｓ４）、内
蔵光センサ１２で表示面１４ａの周辺部の輝度ＬＰＨを測定する（Ｓ５）。ＣＰＵ２は、
輝度の相対比ＬＧＨ／ＬＰＨを算出し（Ｓ６）、輝度ＬＧＨ、ＬＰＨ、輝度の相対比ＬＧ
Ｈ／ＬＰＨを記憶する（Ｓ７）。階調レベルの設定は、表示面全体に適用してもよいし、
光センサが測定対象とする領域にのみ適用してもよい。以下の処理においても同様である
。
【００５２】
　ＣＰＵ２は、バックライト電源回路９を制御して、バックライト１３の光量を調整し、
表示面１４ａのブライトネスを推奨ブライトネスより低い低ブライトネス（例えば、最小
ブライトネス）に設定する（Ｓ８）。ＣＰＵ２は、外部光センサ１６で表示面１４ａの中
央部の輝度ＬＧＬを測定し（Ｓ９）、内蔵光センサ１２で表示面１４ａの周辺部の輝度Ｌ
ＰＬを測定する（Ｓ１０）。ＣＰＵ２は、輝度の相対比ＬＧＬ／ＬＰＬを算出し（Ｓ１１
）、輝度ＬＧＬ、ＬＰＬ、輝度の相対比ＬＧＬ／ＬＰＬを記憶する（Ｓ１２）。
【００５３】
　ＣＰＵ２は、バックライト電源回路９を制御して、バックライト１３の光量を調整し、
表示面１４ａのブライトネスを推奨ブライトネスに設定する（Ｓ１３）。ＣＰＵ２は、液
晶駆動回路１０を制御して、入力階調ｉを０に設定し（Ｓ１４）、外部光センサ１６で表
示面１４ａの中央部の輝度ＬＧＣiを測定し（Ｓ１５）、内蔵光センサ１２で表示面１４
ａの周辺部の輝度ＬＰＣiを測定する（Ｓ１６）。
【００５４】
　ＣＰＵ２は、輝度の相対比ＬＧＣi／ＬＰＣiを算出し（Ｓ１７）、輝度ＬＧＣi、ＬＰ
Ｃi、輝度の相対比ＬＧＣi／ＬＰＣiを記憶する（Ｓ１８）。ＣＰＵ２は、すべての階調
（例えば、階調レベルが０～２５６）に対して輝度が測定されたか否かを判定し（Ｓ１９
）、すべての階調で測定されていない場合（Ｓ１９でＮＯ）、入力階調ｉに１を加算して
（Ｓ２０）、ステップＳ１５以降の処理を続ける。すべての階調で測定された場合（Ｓ１
９でＹＥＳ）、ＣＰＵ２は、階調補正テーブル５ｅを生成し（Ｓ２１）、処理を終了する
。
【００５５】
　図５はブライトネスによる輝度の相対比の推移を示すグラフである。図において、横軸
はブライトネスを表し、縦軸は輝度の相対比を表す。コレレーション処理により、入力階
調（階調レベル）が２５５の場合であって、高ブライトネス時の輝度の相対比ＬＧＨ／Ｌ
ＰＨ、及び低ブライトネス時の輝度の相対比ＬＧＬ／ＬＰＬ、推奨ブライトネスの場合で
あって、入力階調が０～２５５時の輝度の相対比ＬＧＣ0／ＬＰＣ0～ＬＧＣ255／ＬＰＣ2

55を測定する。図に示すように、ブライトネスが高くなるに応じて輝度の相対比が増加し
、また、入力階調が大きくなるに応じて輝度の相対比が増加する。
【００５６】
　図６は階調補正テーブル５ｅの一例を示すグラフである。図において、横軸は階調レベ
ルを表し、縦軸は輝度の相対比を表す。また、ブライトネスは推奨ブライトネスである。
階調補正テーブル５ｅは、階調レベルが０から２５５の各階調レベルにおける輝度の相対
比を表している。図に示すように、階調レベルが大きくなるに応じて、輝度の相対比は増
加する。
【００５７】
　次に、キャリブレーション処理について説明する。図７及び図８は本発明の液晶表示装
置１の輝度測定方法のキャリブレーション処理の手順を示すフローチャートである。ＣＰ
Ｕ２は、内蔵光センサ駆動回路７を制御して、内蔵光センサ１２をベゼル部から表示面１
４ａへ移動する（Ｓ３１）。ＣＰＵ２は、バックライト電源回路９を制御して、バックラ
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イト１３の光量を調整し、表示面１４ａのブライトネスを所望のブライトネス（例えば、
ユーザが操作部８で設定したブライトネス）に設定する（Ｓ３２）。
【００５８】
　ＣＰＵ２は、液晶駆動回路１０を制御して、入力階調（階調レベル）ｉを０に設定し（
Ｓ３３）、内蔵光センサ１２で表示面１４ａの周辺部の輝度ＬＰiを測定し（Ｓ３４）、
測定した輝度ＬＰiを記憶する（Ｓ３５）。ＣＰＵ２は、すべての階調（例えば、階調レ
ベルが０～２５６）に対して輝度が測定されたか否かを判定し（Ｓ３６）、すべての階調
で測定されていない場合（Ｓ３６でＮＯ）、入力階調ｉに１を加算して（Ｓ３７）、ステ
ップＳ３４以降の処理を続ける。
【００５９】
　すべての階調で輝度が測定された場合（Ｓ３６でＹＥＳ）、ＣＰＵ２は、入力階調が２
５５における表示面１４ａの輝度、すなわち、キャリブレーション時のブライトネスを測
定する（Ｓ３８）。ＣＰＵ２は、測定したブライトネス（測定値）が推奨ブライトネス（
推奨値）の１０５％より大きいか否かを判定し（Ｓ３９）、測定値が推奨値の１０５％よ
り大きくない場合（Ｓ３９でＮＯ）、測定値が推奨値の９５％より小さいか否かを判定す
る（Ｓ４０）。
【００６０】
　測定値が推奨値の９５％より小さくない場合（Ｓ４０でＮＯ）、ＣＰＵ２は、各階調毎
に測定された表示面１４ａの周辺部の輝度と、階調補正テーブルとに基づいて、各階調レ
ベルの表示面１４ａの中央部の輝度を算出する（Ｓ４１）。
【００６１】
　測定値が推奨値の１０５％より大きい場合（Ｓ３９でＹＥＳ）、ＣＰＵ２は、推奨ブラ
イトネス時の輝度の相対比ＬＧＣ255／ＬＰＣ255、及び高ブライトネス時の輝度の相対比
ＬＧＨ／ＬＰＨを線形補間して、キャリブレーション時のブライトネスにおける輝度の相
対比ＬＧ／ＬＰを算出し（Ｓ４２）、推奨ブライトネス時の輝度の相対比ＬＧＣ255／Ｌ
ＰＣ255とキャリブレーション時のブライトネスにおける輝度の相対比ＬＧ／ＬＰとの差
分に応じた補正係数α１に基づいて、階調補正テーブル５ｅを更新し（Ｓ４３）、ステッ
プＳ４１以降の処理を続ける。
【００６２】
　測定値が推奨値の９５％より小さい場合（Ｓ４０でＹＥＳ）、ＣＰＵ２は、推奨ブライ
トネス時の輝度の相対比ＬＧＣ255／ＬＰＣ255、及び低ブライトネス時の輝度の相対比Ｌ
ＧＬ／ＬＰＬを線形補間して、キャリブレーション時のブライトネスにおける輝度の相対
比ＬＧ／ＬＰを算出し（Ｓ４４）、推奨ブライトネス時の輝度の相対比ＬＧＣ255／ＬＰ
Ｃ255とキャリブレーション時のブライトネスにおける輝度の相対比ＬＧ／ＬＰとの差分
に応じた補正係数α２に基づいて、階調補正テーブル５ｅを更新し（Ｓ４３）、ステップ
Ｓ４１以降の処理を続ける。
【００６３】
　ＣＰＵ２は、ステップＳ４１で算出した輝度値に基づいて、液晶パネル１４の輝度階調
テーブル５ｆを生成し（Ｓ４５）、キャリブレーション実行キーが操作されたか否かに基
づいて、キャリブレーションを実行するか否かを判定する（Ｓ４６）。キャリブレーショ
ンを実行する場合（Ｓ４６でＹＥＳ）、ＣＰＵ２は、ＬＵＴ更新・記憶処理を行い（Ｓ４
７）、処理を終了する。キャリブレーションを実行しない場合（Ｓ４６でＮＯ）、ＣＰＵ
２は、処理を終了する。
【００６４】
　図９はＬＵＴ更新・記憶処理の手順を示すフローチャートである。ＣＰＵ２は、理想階
調特性テーブル５ａに基づいた理想階調特性値Ｔｋと、輝度階調テーブル５ｆに基づいた
液晶パネル階調特性値Ｌｊとの差分値（Ｔｋ－Ｌｊ）を算出する（Ｓ４６１）。ここでｋ
及びｊは、０から２５５までの整数値である。
【００６５】
　ＣＰＵ２は、差分値の絶対値｜Ｔｋ－Ｌｊ｜が最小となる階調レベルｋ、入力レベルｊ
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の組合せを抽出し（Ｓ４６２）、抽出した階調レベルｋをインデックス値とし、入力レベ
ルｊをバリュー値として記憶し（Ｓ４６３）、処理を終了する。これにより、入力された
映像信号により表現される階調レベルと、その階調レベルに対応する液晶パネルへの入力
レベルとが関連付けられたＬＵＴ５ｂを更新して記憶する。
【００６６】
　図１０はキャリブレーション時のブライトネスが推奨ブライトネスの１０５％より大き
い場合の輝度の相対比ＬＧ／ＬＰを算出する一例を示すグラフであり、図１１はキャリブ
レーション時のブライトネスが推奨ブライトネスの９５％より小さい場合の輝度の相対比
ＬＧ／ＬＰを算出する一例を示すグラフである。図において、横軸はブライトネスを表し
、縦軸は輝度の相対比を表す。
【００６７】
　図１０に示すように、キャリブレーション時のブライトネスが推奨ブライトネスの１０
５％より大きい場合は、高ブライトネス時の輝度ＬＰＨと推奨ブライトネス時の輝度ＬＰ
Ｃ255との差分ｘ１と、高ブライトネス時の輝度の相対比ＬＧＨ／ＬＰＨと推奨ブライト
ネス時の輝度の相対比ＬＧＣ255／ＬＰＣ255との差分ｙ１との比に基づいて、キャリブレ
ーション時の輝度ＬＰと推奨ブライトネス時の輝度ＬＰＣ255との差分Δｘ１から、キャ
リブレーション時の輝度の相対比ＬＧ／ＬＰと推奨ブライトネス時の輝度の相対比ＬＧＣ

255／ＬＰＣ255との差分Δｙ１を算出（線形補間）し、算出したΔｙ１に推奨ブライトネ
ス時の輝度の相対比ＬＧＣ255／ＬＰＣ255を加算することにより、キャリブレーション時
の輝度の相対比ＬＧ／ＬＰを算出する。
【００６８】
　また、図１１に示すように、キャリブレーション時のブライトネスが推奨ブライトネス
の９５％より小さい場合は、低ブライトネス時の輝度ＬＰＬと推奨ブライトネス時の輝度
ＬＰＣ255との差分ｘ２と、低ブライトネス時の輝度の相対比ＬＧＬ／ＬＰＬと推奨ブラ
イトネス時の輝度の相対比ＬＧＣ255／ＬＰＣ255との差分ｙ２との比に基づいて、キャリ
ブレーション時の輝度ＬＰと推奨ブライトネス時の輝度ＬＰＣ255との差分Δｘ２から、
キャリブレーション時の輝度の相対比ＬＧ／ＬＰと推奨ブライトネス時の輝度の相対比Ｌ
ＧＣ255／ＬＰＣ255との差分Δｙ２を算出（線形補間）し、推奨ブライトネス時の輝度の
相対比ＬＧＣ255／ＬＰＣ255から算出したΔｙ２を減算することにより、キャリブレーシ
ョン時の輝度の相対比ＬＧ／ＬＰを算出する。
【００６９】
　図１２は階調補正テーブル５ｅの更新例を示すグラフである。図において、横軸は階調
レベルを表し、縦軸は輝度の相対比を表す。キャリブレーション時のブライトネスが推奨
ブライトネス（推奨値）に近い場合（例えば、推奨値の±５％以内である場合）、階調補
正テーブル５ｅは更新されず、コレレーション処理において測定された推奨ブライトネス
における階調補正テーブル（図において破線のグラフ）を使用してＬＵＴ更新・記憶処理
を行う。
【００７０】
　キャリブレーション時のブライトネスが推奨ブライトネス（推奨値）より大きい場合（
例えば、推奨値の１０５％より大きい場合）、推奨ブライトネス時の輝度の相対比ＬＧＣ

255／ＬＰＣ255とキャリブレーション時のブライトネスにおける輝度の相対比ＬＧ／ＬＰ
との差分に応じた補正係数α１に基づいて、コレレーション処理において測定された推奨
ブライトネスにおける階調補正テーブル（図において破線のグラフで示される）を上方に
並行移動した階調補正テーブル（図において実線Ａのグラフで示される）に更新してＬＵ
Ｔ更新・記憶処理を行う。
【００７１】
　また、キャリブレーション時のブライトネスが推奨ブライトネス（推奨値）より小さい
場合（例えば、推奨値の９５％より小さい場合）、推奨ブライトネス時の輝度の相対比Ｌ
ＧＣ255／ＬＰＣ255とキャリブレーション時のブライトネスにおける輝度の相対比ＬＧ／
ＬＰとの差分に応じた補正係数α２に基づいて、コレレーション処理において測定された
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推奨ブライトネスにおける階調補正テーブル（図において破線のグラフで示される）を下
方に並行移動した階調補正テーブル（図において実線Ｂのグラフで示される）に更新して
ＬＵＴ更新・記憶処理を行う。
【００７２】
　図１３はＬＵＴ５ｂの内容の一例を示す概念図である。ＬＵＴ５ｂは、インデックス値
としての階調レベルと、バリュー値としての入力レベルとを互いに関連付けて記憶してあ
る。なお、階調レベルの階調数、入力レベル数は、いずれも８ビット（２５６）の場合を
示しているが、これに限定されるものではない。図に示すように、ＬＵＴ５ｂは、階調レ
ベル「０」と入力レベル「０」とが、階調レベル「１」と入力レベル「２」とが、階調レ
ベル「２」と入力レベル「３」とが、…、階調レベル「２５５」と入力レベル「２５５」
とが、関連付けられている。従って、液晶表示装置１は、入力された画素の階調レベルが
「１」である場合、ＬＵＴ５ｂに基づいて、その階調レベルと関連付けられた入力レベル
「２」に変換して出力する。
【００７３】
　図１４はＬＵＴ５ｂを用いた輝度調整の概念を示す説明図である。図において、横軸は
階調レベル又は入力レベルを表し、縦軸は輝度を表す。実線は液晶パネル１４の実際の階
調特性を示し、破線は設定すべき理想的な階調特性を示す。液晶表示装置１は、入力した
映像信号により表現される階調レベルＸを、ＬＵＴ５ｂに基づいて、液晶パネル１４への
入力レベルＹに変換し、理想的な階調特性を得る輝度Ｑとなるようにして所要の理想階調
特性を実現する。これにより、経年変化、階調レベルの大小、及び設定された所望のブラ
イトネスの高低に拘わらず、キャリブレーションの都度、所要の理想階調特性を得ること
ができる。
【００７４】
　以上説明したように、本発明にあっては、液晶パネル１４の表示面１４ａの中央部の輝
度と周辺部の輝度との相対比を予め記憶しておき、表示面１４ａの周辺部の輝度を検出し
、検出した周辺部の輝度と予め記憶してある相対比とに基づいて、表示面１４ａの中央部
の輝度を算出する。液晶パネル１４の階調特性を調整（キャリブレーション）する場合は
、算出された輝度に基づいて、液晶パネル１４の輝度を所要の輝度に調整することにより
、キャリブレーションの都度、液晶パネル１４の表示面１４ａの中央部に光センサを当て
るという手作業を行う必要がなく、ユーザの作業負荷が軽減され、ユーザの利便性が向上
する。また、表示面１４ａの輝度に基づいて階調特性を補正することができるので、液晶
パネル１４を介してバックライト１３の経年変化を検出することができ、バックライト１
３及び液晶パネル１４に経年変化がある場合であっても、経年変化に応じた輝度のずれを
補正して所要の階調特性を得ることができる。また、液晶パネル１４の階調特性を調整（
キャリブレーション）しない場合であっても、算出された輝度に基づいて、表示面１４ａ
の表示が正常であるか否かを判断することができる。
【００７５】
　また、液晶パネル１４の表示面１４ａの中央部の輝度と周辺部の輝度との相対比を階調
レベル０～２５５の各階調レベル毎に予め記憶しておき、各階調レベル毎に表示面１４ａ
の周辺部の輝度を検出し、検出した周辺部の輝度と予め記憶してある相対比とに基づいて
、各階調レベルにおいて、表示面１４ａの中央部の輝度を算出する。キャリブレーション
をする場合は、算出された輝度に基づいて、液晶パネル１４の輝度を所要の輝度に調整す
ることにより、いずれの階調レベルにおいても、液晶パネル１４の表示面１４ａの中央部
の輝度を算出することができ、階調レベルの大小にかかわらず、所要の階調特性を得るこ
とができ、階調レベルの影響を受けずに精度良くキャリブレーションを行うことができる
。また、キャリブレーションをしない場合であっても、階調レベルの大小にかかわらず、
算出された輝度に基づいて、表示面１４ａの表示が正常であるか否かを判断することがで
きる。
【００７６】
　また、液晶パネル１４の表示面１４ａの中央部の輝度と周辺部の輝度との相対比を、例
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えば、推奨ブライトネス、高ブライトネス、低ブライトネス毎に予め記憶しておき、ユー
ザの所望のブライトネスに設定し、表示面１４ａの周辺部の輝度を検出し、検出した周辺
部の輝度と線形補間された相対比とに基づいて、設定された所望のブライトネスにおける
表示面１４ａの中央部の輝度を算出する。キャリブレーションをする場合は、算出された
輝度に基づいて、液晶パネル１４の輝度を所要の輝度に調整することにより、ブライトネ
スの高低にかかわらず、所要の階調特性を実現でき、ユーザがいかなるブライトネスで使
用した場合であっても、ブライトネスの影響を受けずに精度良くキャリブレーションを行
うことができる。また、キャリブレーションをしない場合であっても、ブライトネスの高
低に拘わらず、表示面１４ａの表示が正常であるか否かを判断することができる。
【００７７】
　また、コレレーション処理を行う場合に、予め校正された外部光センサ１６により、表
示面１４ａの中央部の輝度測定を行うことで、表示面１４ａの周辺部の輝度測定のための
内蔵光センサ１２の擬似的な校正が可能となる。その結果、表示面１４ａの周辺部の輝度
測定を行う内蔵光センサ１２の校正を行うために、液晶表示装置から内蔵光センサ１２を
取り外すという煩雑な作業を解消することができる。
【００７８】
　上述の実施の形態では、輝度調整に用いるＬＵＴを１つとし、主としてモノクロ液晶表
示装置に好適な形態を示したが、モノクロ液晶表示装置に限定されるものではなく、カラ
ー液晶表示装置にも、本発明を適用することができる。この場合、液晶物質における光の
透過率は光の波長によって異なるため、輝度調整用に用いるＬＵＴを各色（ＲＧＢ）の用
意することにより、精度良く所要の色度特性を実現することができる。
【００７９】
　上述の実施の形態においては、液晶表示装置１は、制御用のＣＰＵ２を内蔵する構成で
あったが、これに限定されるものではなく、例えば、ＣＰＵ２、ＲＯＭ３、ＲＡＭ４、記
憶部５などを別個のＰＣに組み込み、バックライト１３、液晶パネル１４などを備えたモ
ニタ本体と分離して構成することも可能である。
【００８０】
　上述の実施の形態においては、キャリブレーション処理を操作部８の操作で行う形態を
示したが、これに限定されない。例えば、複数の液晶表示装置１を所要の箇所に設置して
おき、各液晶表示装置１は、ＬＡＮなどの通信回線を介してサーバ装置に接続する。サー
バ装置からキャリブレーション処理実行命令を各液晶表示装置１へ送信し、キャリブレー
ション処理実行命令を受信した液晶表示装置１は、夫々キャリブレーション処理を行う構
成であってもよい。これにより、例えば、病院などに多数設置される医療用の液晶表示装
置などを、キャリブレーションの都度、ユーザの手を煩わせることなく、容易にキャリブ
レーションを行うことが可能となる。
【００８１】
　また、予め液晶表示装置、又は液晶表示装置に接続された外部のサーバなどで、表示面
の輝度を測定するスケジューリング（例えば、電源投入時、２４時間おき、１週間おき、
１月おき、などユーザの要望に対応できるような測定計画）を記憶しておき、所定の時点
で輝度の測定を自動で実行するようにしてもよい。この場合、測定した輝度値に基づいて
、表示面が正常であるか否かを判断でき、異常がある場合には、ユーザに通知することも
できる。これにより、ユーザが、例えば、多数の液晶表示装置を使用している場合に、１
台毎に輝度を測定する労力を軽減することができる。また、測定した輝度が異常である場
合、自動的にキャリブレーションを実行するようにすることもできる。これにより、ユー
ザによるキャリブレーション実行の操作がなくても、常に表示面の輝度を所要の値に保持
することが可能となる。
【００８２】
　上述の実施の形態においては、液晶パネル１４の表示面１４ａの中央部と周辺部の輝度
の相対比を用いるものであったが、これに限定されるものではなく、例えば、表示面１４
ａの周辺部と中央部の輝度の相対差でもよく、表示面１４ａの中央部と周辺部の輝度の差
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など、中央部と周辺部との間の輝度差を関連付けることができる関連値であれば、どのよ
うなものを用いてもよい。
【００８３】
　上述の実施の形態においては、階調値の総数である階調数が２５６の場合について説明
したが、階調数は、これに限定されるものではなく、他の階調数を用いることもできる。
【００８４】
　上述の実施の形態においては、コレレーション時に、予め０～２５５の階調レベル毎に
表示面１４ａの中央部及び周辺部の輝度を測定しておき、キャリブレーション時にも、０
～２５５の階調レベル毎に表示面１４ａの周辺部の輝度を測定する構成であったが、これ
に限定されるものではなく、キャリブレーション時に輝度を検出する場合、０～２５５の
階調レベルの中から、間引きして階調レベルを設定して、輝度を検出する構成であっても
よい。この場合、キャリブレーション処理に要する処理負担を軽減することができる。
【００８５】
　上述の実施の形態においては、高ブライトネス、推奨ブライトネス、及び低ブライトネ
スの３つのブライトネスに対してコレレーション処理を行う構成であったが、コレレーシ
ョン処理時に使用するブライトネスの数は、これに限定されるものではない。例えば、す
べてのブライトネス毎に、コレレーション処理を行う構成であってもよい。これにより、
測定したブライトネスと推奨値との比較処理を行う必要がなくなり、より高精度のキャリ
ブレーションが可能となる。
【００８６】
　上述の実施の形態においては、キャリブレーション時に設定されるブライトネスと推奨
ブライトネスとの比較で、推奨値の±５％を用いる場合を説明したが、これに限定される
ものではない。
【００８７】
　表示面の周辺部の輝度測定は、内蔵光センサではなく、ベゼル部に装着可能な外付け光
センサであってもよい。これにより、内蔵光センサを装備していない既存の液晶表示装置
に対しても本発明を適用することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本発明に係る液晶表示装置の構成を示す概略図である。
【図２】液晶パネルの表示面を示す外観斜視図である。
【図３】本発明の液晶表示装置の輝度測定方法のコレレーション処理の手順を示すフロー
チャートである。
【図４】本発明の液晶表示装置の輝度測定方法のコレレーション処理の手順を示すフロー
チャートである。
【図５】ブライトネスによる輝度の相対比の推移を示すグラフである。
【図６】階調補正テーブルの一例を示すグラフである。
【図７】本発明の液晶表示装置の輝度測定方法のキャリブレーション処理の手順を示すフ
ローチャートである。
【図８】本発明の液晶表示装置の輝度測定方法のキャリブレーション処理の手順を示すフ
ローチャートである。
【図９】ＬＵＴ更新・記憶処理の手順を示すフローチャートである。
【図１０】キャリブレーション時のブライトネスが推奨ブライトネスの１０５％より大き
い場合の輝度の相対比ＬＧ／ＬＰを算出する一例を示すグラフである。
【図１１】キャリブレーション時のブライトネスが推奨ブライトネスの９５％より小さい
場合の輝度の相対比ＬＧ／ＬＰを算出する一例を示すグラフである。
【図１２】階調補正テーブルの更新例を示すグラフである。
【図１３】ＬＵＴの内容の一例を示す概念図である。
【図１４】ＬＵＴを用いた輝度調整の概念を示す説明図である。
【符号の説明】



(16) JP 4393433 B2 2010.1.6

10

【００８９】
　２　ＣＰＵ
　３　ＲＯＭ
　４　ＲＡＭ
　５　記憶部
　６　信号入力部
　７　内蔵光センサ駆動回路
　８　操作部
　９　バックライト電源回路
　１０　液晶駆動回路
　１１　ＤＣモータ
　１２　内蔵光センサ
　１３　バックライト
　１４　液晶パネル
　１６　外部光センサ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１４】
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到的周边部分的亮度和预先存储的相对比率，并基于计算出的亮度，计
算显示表面的中心部分的亮度， 14到所需的亮度。 点域1
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